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RILEM（http://www.rilem.org/）は、建築物に用いる材料の適切な性能評価と利用の促進を世界規模で推進すること目的とした国際組織であり、1947年に設立され、現在、約80カ国1,000名以上の会員で構成されている。RILEMの具体的な活動のひとつにTC（Technical Committee）がある。必要と認められた研究課題に対してTCが設置され、関心を持つ研究者が各国から集い、議論し、シンポジウムなどを通して情報を交換し、その分野の最新情報を取りまとめる。それらの成果は必然的に世界に向けて発信され、そこでの検討事項はISOなどにも反映されている。日本も以前からRILEMのこの活動に積極的にかかわってきており、現在、TC-192ECM（委員長：樫野紀元／前橋市立工科大学教授）、TC-194TDP（委員長：大濱嘉彦／日本大学教授）の二つがRILEMの正式TCとして認可されている。

今年の9月、日本において、「環境共生材料･システム」に関するRILEM国際シンポジウム（ECM2004）が上記二つのTCにより開催される。このシンポジウムでは、

1. 天然資源の活用：Effective application of natural resources
2. 廃棄物の再使用：Recycling of waste materials and components
3. 持続可能な材料および建築物の製造：Production of sustainable construction materials
4. 酸化チタン光触媒の応用：Application of TiO2 photocatalisys
5. 環境評価：Environmental assessment
の五つのカテゴリが設けられている。本誌4月号よりこのシンポジウムの各カテゴリの紹介がなされているが、本号では引き続き、「天然資源の活用」、「廃棄物の再使用」のカテゴリに投稿された論文の概要を紹介する。

◎「天然資源の活用」と「廃棄物の再使用」

建設分野においても資源の枯渇化はきわめて深刻な問題であり、環境負荷低減のための一技術としての資源の有効活用と廃棄物の再利用は、国の内外を問わず非常に注目度の高い分野である。本シンポジウムには約50編の論文が投稿されているが、その半数近くがこれらのカテゴリに関するものである。

　「天然資源の活用」のカテゴリには、韓国、イタリア、日本から12編の論文申し込みがあり、査読を経て、現時点では10編が発表される予定になっている。内訳としては廃木材の再利用に関するもの、籾殻灰の建設材料への応用に関するもの、ポリマーセメントモルタル･コンクリートに関するものが多くを占めている。

「廃棄物の再使用」のカテゴリにはアメリカ、韓国、イギリス、スペイン、日本から12編の論文が投稿されている。コンクリート解体ガラの再生骨材としての利用に関するもの、下水スラッジ等の再利用に関するもの、他産業副産物やセメントキルン粉塵の高度処理･建設材料への応用に関するものなど非常に多岐にわたっている。

具体的な内容については、このシンポジウムでの発表をご覧いただきたい。国内でもホットな話題であるこの分野が、世界的な研究動向のなかでどの位置づけにあるかを知るうえで、本シンポジウムは貴重な機会を与えてくれるものと思われる。
　本年9月に開催されるこのRILEM国際シンポジウムの開催日時、場所等の詳細については、ホームページ（日本語：http://news-sv.aij.or.jp/zairyou/s3/ecm2004.htm、英語：http://www.rilem.org/ecm2004.html）のほか、本誌などで掲載している。本会会員各位におかれては、ふるってご聴講をいただけたら幸いである。
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